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(2) ライフサイクルアセスメント (LCA) 手法を援用して、都市構造物から発生する環境負荷を評価するシステ
ムを構築し、地区および都市を対象に分析した結果、建築物の建設、建築物の運用におけるエネルギーの使用、
それに活動で誘発された交通の走行の 3 つが、集積した都市構造物から発生する C02の主な発生源で、あること
を定量的に明らかにし、開発した施策効果を推定するシミュレーションの道具が有用であることを示している。
(3) 製品連鎖マネジメントの概念に基つ'いた政策オプションを評価するシステムを構築し、環境配慮型設計、長寿
命化メンテナンス、マテリアルリサイクルの 3 つの政策オプションを、都市を対象に導入した場合の効果につ
いて評価を行った結果、埋立割合の半減などは容易としても、環境負荷総量の削減には経時的なピークへの対
応が要求され、環境負荷指標環の重みに応じて、時期ごとに施策の選択を行う必要があることを明らかにして
いる。
(4) コンクリートのマテリアルリサイクルを取り上げ、コスト制約を考慮、した環境負荷の削減効果を分析した結果、
解体コンクリートの単位体積あたりの付加価値が低いため輸送コストが制約で支配要因となることを定量的に
明らかにし、都市内で再資源化する施策を基盤として整備することの重要性を示している。
以上のように、本論文は、都市構造物から発生する環境負荷量を的確に評価するためのツールとして、ライフサイ
クルアセスメント手法を都市構造物の評価に適用するシステムを開発し、製品連鎖マネジメントに基づく施策を評価
するシステムを構築するとともに、二酸化炭素排出量、廃棄物の最終処分量の発生の少ない都市構造物を実現する上
での課題を解決するシステム工学的提案を行っており、環境工学の発展に寄与するところ大である O よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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